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Abstract : The 59th case of human Diplogonoporus grandis infection in Japan was presented 
in this paper. The fragmented strobila of the tapeworm was spontaneously discharged from a 
45-year-old male living in Nagasaki Prefecture. This tapeworm was shown on X-ray films of 
bowel series as presented in Photo. 1. Degenerated proglottides of the worm were found in 
the stool in the course of bithionol treatment, the scolex being not identified due to the 
degeneration. After the treatment the worm was not detected radiologically, and also 
repeated stool examinations were negative. It indicated the therapeutic effect of bithionol 
on this tapeworm. The morphological characteristics of this tapeworm were similar to those 
previously reported on 58 cases. The discharged eggs before treatment seemed to be matured, 
because the morphology of the eggs was identical with that reported by previous authors. 
Horizontal, transverse and sagittal sections of the strobilae failed to reveal the details of the 
genital organs. 
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は し め に 出 と 便 中 に 虫 卵 を 認め , か つ 小 腸 透 視 に て 腸管 内 に 貝 
大 複 殖 門 条 虫 の 我国 に お ける 人 体 寄生 例 は , 1892 年 に NUMEN FROD 1 H 
中 村 が 長崎 県 高島 炭鉱 勤務 の 28 才 の 男性 より 得 た 貝 体 に 
を 飯島 , 栗本 (1894) が 最初 に 記載 し て 以来 , 現在 ま ける 59 例 目 と し て 報告 する . 
で に 58 例 の 報告 が な され て いる . これ ら の 中 に は 肉眼 


的 た に 生殖器 を 確認 し え ず 一 見 広 節 列 頭 条 虫 な ど と 誤 At 例 
認 さ れ 易 い 小型 の 未 束 虫 体 の 数 例 も 含ま れ て いる が 思 者: HORO, 男 , 457. 
我々 は 最近 長崎 市 在住 の 45 才 の 男性 に , 緒 館 の 自然 排 現住 所 : 長崎 市 . 職業 : 魚 市 坦 勤 務 
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住所 歴 : 五島 福江 市 に て 成長 . 

E 好 : 青魚 (アジ , サバ ) の 刺身 を 好む . 

E a FA 

現 病 歴 : 昭和 50 年 6 月 初め ょ り 下 痢 便 2 財経 続 後 , 
虫 体 一 部 排出 、 

BEGE: 2 年 前 より 下 口唇 の 腫 服 . 

Xi XE: 赤血球 515 万 , MEK 15.5g/dl 血球 容 
fü 46.0%, 白血球 5400, 血清 総 重 白 7.0g/dL GOT 
22 GPT 31, AI-P 6.6, LDH 326, 総 ビ リル ビン 
1.3, ERT 25, EPRI CGH, E (一 ) 


Ks 床 E 38 


図 1 は 本 症例 の 臨床 経過 の 概略 で ある . 入院 時 より 
唯一 の 自覚 症状 で あっ た 下痢 は , 5 日 目 で 消失 し た が , 
7 月 1 日 に 施行 し た 小腸 透視 に て 貝 体 陰 影 が 確認 され , 
その 翌日 より Bithionol 2g の 隔 日 3 回 投与 を 開始 し , 
投与 終了 翌々 日 より 3 日 間 に 表 り , 破壊 えれ た 体 節 が 
開 便 と 共に 排出 され , 7 月 17 日 に 施行 し た 2 回目 の 小 
Bet cu dE Ode ERE LII. 好 酸 球 に 著 変 
な く , 肝 機 能 , 血液 像 に ゃ 駆 下 剤 投与 前 後 で 異常 は 認 
め ら れ な か っ た . 駆虫 剤 投与 前 に 施行 し た 小腸 需 視 で 
は , 圧迫 と ょ うり 空 腸 末 端 部 より 幅 約 17mm Of A0 R 
虫 に よる 陰影 欠損 像 が 認め られ た (写真 1) . 


虫 体 及 び 虫 卵 の 観察 所 見 


自然 排出 され た 体 節 及び 虫 卵 の 計測 を 行っ た が , $É 
来 の 報告 と ほほ 同値 あっ た ( 表 1) . 自然 排出 され た 
庄 館 の 全長 は 約 90cm で , 頭 節 , 顕 部 は 認め られ ず 
最大 幅 は 25mm, 最小 幅 は 17mm で あっ た . 生鮮 標本 
で 2 組 の 生 妊 器 を 肉眼 的 に 明瞭 に 確認 で きた CER 
2). 成熟 体 節 は 横幅 17-25mm 縦 径 1 .0mm 前 後 で , 
その 前 後 は 鉛 歯 状 を 呈し , 各 体 節 に 明瞭 な 2 個 の 子宮 
が 認め られ た . 標本 作製 の 困難 より , 卵巣 , WIE, 
精巣 等 の 位置 関係 を 明らか に で き な か っ た (写真 3, 

4). 虫 卵 の 平均 横 徐 は 45g(38~60g ) , 平均 縦 筐 は 
63g(50~75g) "C, 卵 の 前 極 に 小 蓋 が あり , WRON 
殻 に 小結 節 が 認め られ た (写真 5) . 


* z 


我国 に お いて , KEET REODOANRE REP, 現在 
まで 58 例 が 報告 され て いる . 疫学 的 に みる と , 第 1 例 
が 長崎 で 報告 され て 以来 , 九州 各 県 及び 鳥取 な ど で 報 
告 さ れ て いる が , 1972 年 , 1974 年 熱帯 医学 研究 所 の 坂 
日 等 に よっ て 報告 され て いる 様 に 長崎 県 か ら の 報告 が 
目立っ て いる . GÆT, 1960; 加茂 ら , 1970; 坂口 ら , 
1972; 坂口 ら , 1974) . また これ ら の 県 は いずれ る も 海 
に 面 し て いる . な お その 発育 史 , ヒト へ の 感染 経路 に 


Date[26/675 1/7 5 10 15 20. 26 
Symp Diarrhea — 

X Discharge ofparasite — X 

"ELE -En ー 

— | BithionoL29 Kamala 159 EM 
WBC! 5400 5600 5300 
Eosi| 7° D ^o 8" 
RBG | 515x10* 536x10^ 539x10* 
Hgb| 15.5 15.9 15.8 
Hct | 46.0 47.2 47.2 
T-p | 70 6-7 
GOT | 24 22 16 
GPT | 2 31 30 
Al-p| 6.6 6.4 
LDH | 326 251 
T-bi | 1.3 1.4 0-9 
D-BIT0.77 .;. 06 0-6 
| X X-ray film of bowel series 


Fig. 1. Clinical course of the case, 


45-year-old male with D. grandis 


infection. Note no significant changes in the laboratory findings 


before and after treatment. 
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つい て は 未だ 明らか で な く , 最近 よう や く , 加茂 等 本 症例 は Bithionol 投与 前 に , 小腸 透視 に て 虫 体 を 

(1969) に よっ て , 実験 的 に Oithona nana へ の 感染 確認 し , 投与 後 申 体 の 排出 を みた . CRNCA T 
が 確認 され , 第 1 中 間 宿 主 と な り 得る 事 が 証明 され た 範囲 で は , 本 症例 が 最初 の 小腸 秀 視 に よる 大 復 婚 門 条 
に 過ぎ な い . な お 本 症例 の 青魚 生食 の 翌 慣 は 注目 に 値 貝 虫 体 確認 症例 で ある . な お 今日 まで の 経過 観察 で は , 
Even 駆虫 剤 に よる 副作用 は 認め られ ず , その 後 虫 体 及 び 虫 


y 
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Photo. 1. X-ray film of intestinal series. 
Note the filling defect due to the strobila (arrows). 

Photo. 2. “Sponteneously-passed” strobila about 90 cm long. 

Photo. 3. Matured proglottides from the posterior part of the strobila. Note 
two uterine fields in the characteristic short, broad proglottides. 

Photo. 4. Horizontal! section from the posterior part of the strobila. 

Photo. 5. Ovum with an operculum at one end and a small knob-like 
thickening at the other. (Scale: 204). 
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Table 1. Measurements of specimens* 


mean range 
Proglottis** length 0.5 — 1.0mm 
breadth 17 — 25mm 
Egg length 634 50 一 75px 
breadth 45u 38 一 60u 


* Scolex was not identified. 


** Proglottides were measured on only "spontaneously passsed" strobila about 90cm long. 


卵 の 排 湯 は み ら れ て いな い の で , 完全 駆虫 され た も の 
と 思わ れ , 大 複 将門 条 躍 症 に Bithionol が 有効 で ある 
こと が 明らか と な っ た . 


結 iA 


本 邦 59 例 目 の 大 復 将門 条 虫 症 の 症例 を 報告 し た . 患 


X 


者 は 長崎 市 在住 の 45 才 の 男 で , 片 節 と 貝 卵 を 自然 排出 
し た . 小腸 透視 に て 躍 体 の 存在 を 確認 出来 た . mo 
形態 学 的 検索 , RIOEN 5, 本 症例 の 虫 体 は 成熟 
体 節 を 有 し た と 考え られ る . また Bithionol が 本 症 
に 対し 有効 で ある こと が 明らか に され た . 
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